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研究成果の概要（和文）： 近年の目覚ましい接着歯学の発展に伴い、高い接着強さを示す接着性レジンや強度
の高いコンポジットレジンが開発され臨床応用されているが、ボンディング層における吸水劣化とそれに伴う機
械的強度の低下によってその長期耐久性については未だ研究、改良が必要である。  
 本研究では新たな重合開始材を応用しボンディング材の重合率を向上させることで、ボンディング層における
吸水率の低下と機械的強度の向上が確認できたため、コンポジットレジン修復における長期耐久性のさらなる向
上に寄与することが期待できる。

研究成果の概要（英文）： With the remarkable development of adhesive dentistry in recent years, 
adhesive systems and resin composite with high bond strength have been developed and clinically 
applied. but their long-term durability still needs further research and improvement due to the 
deterioration of water absorption in the bonding layer and the resulting decrease in mechanical 
strength. 
 In this study, by applying a new polymerization initiator and increasing the polymerization rate of
 the bonding material, we confirmed a decrease in water absorption and an increase in mechanical 
strength in the bonding layer, which is expected to contribute to further improvement of the 
long-term durability of composite resin restorations.

研究分野：保存修復学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現代の歯科治療において、“Minimal Intervention(MI)”コンセプトに基づく接着性レジンとコンポジットレジ
ンを用いた接着歯科治療は、臨床的有効性と経済的効率性の観点から患者に大きな利益をもたらすことから世界
中で幅広く普及しており、本研究はコンポジットレジン修復の長期耐久性の向上に寄与することが期待される。
できる限り歯を切削せずに治療を行うことは歯の寿命を延ばすことにつながり、現在の超高齢社会において口腔
健康の維持という点で非常に有効だと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
MI(Minimal Intervention)コンセプトの普及、審美的要求の高まりからコンポジットレジン修
復が広く用いられるようになってきているが、その長期耐久性にはまだ課題があり、接着界面の
劣化による修復物の脱離といった臨床上の問題点を抱えている。過去の報告によると、コンポジ
ットレジンにフルオロアルミノシリケートガラスとポリアクリル酸を内部に含むシリカマイク
ロカプセルを含有させることで、コンポジットレジン内に微小な亀裂が生じた際に流入した水
によりシリカマイクロカプセル内部に含まれていたポリアクリル酸が流出し、フルオロアルミ
ノシリケートガラスと反応し、グラスアイオノマーセメント(GIC)を形成、そのイオン結合によ
りコンポジットレジン内のポリマーが自動修復することが可能だということが明らかになって
いる。本研究の目的はポリマーの自動修復システムを接着システムに応用することで接着性レ
ジンの長期耐久性を向上させ、さらなる接着歯科治療の発展に寄与することであったが、前実験
で接着性モノマーとポリアクリル酸含有のシリカマイクロカプセルを様々な濃度で配合し試作
したところ十分な接着強さを示さなかった。そのため、本研究では世界的にゴールドスタンダー
ドとされている 2 ステップセルフエッチングシステムにおいて新規重合開始材を応用すること
でその重合率の向上を目指し、コンポジットレジン修復の長期耐久性の向上に寄与したい 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、接着システムに新規重合開始材を応用することでボンディング層の重合率を高め、
ボンディング層の長期的な劣化を防ぐことを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
⑴ ボンディング層の機械的特性 
新規重合開始材を応用した接着システムと重合開始材以外の成分が全く同じ接着システムを使
用し、ボンディング材の重合率測定と吸水試験、３点曲げ試験を行った。 
 
⑵ボンディング層の特性が接着性能に及ぼす影響 
それぞれの接着システムについて初期接着強さ、長期接着強さ測定のため微小引っ張り試験を
行った。 
 
 
 
４．研究成果 
⑴新規重合開始材によってボンディング材の重合率が向上し、吸水率の低下と機械的強度の向
上が確認できた。 
 

 
 



⑵ボンディング材の吸水劣化が緩和したことにより、初期、長期ともに接着強さが向上した 
 これによりボンディング材の重合率の向上がコンポジットレジン修復の長期耐久性の向上に
寄与することが示唆された。 
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